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　第
二
章
（
中
）

鳥
　
井
　
正
　
晴

同
川
凹
大
正
五
年
二
九
＝
ハ
年
）
五
月
二
＋
吉
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」
。

　
　
　
　
　
　

大
正
五年
（
一
九
一
六
年
）
五
月
二
十
六
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
。

同
困
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

③
【
「
精
神
界
も
同
じ
事
だ
。
精
神
界
も
全
く
同
じ
事
だ
。
何
時
ど
う
変
る
か
分
ら
な
い
。
さ
う
し
て
其
変
る
所
を
己
は
見
た
の
だ
ヒ
　
　
　
一

　④
、
①
、
第
百
八
十
四
章
に
、
〈
「
所
が
左
右
で
な
い
よ
。
生
き
て
る
癖
に
生
れ
変
る
人
が
い
く
ら
で
も
あ
る
ん
だ
か
ら
」
〉
と
、
あ
る
。

　②
、
第
七
十
九
章
に
、
〈
お
延
の
眼
に
は
其
時
の
彼
が
ち
ら
く
し
た
。
其
時
の
彼
は
今
の
彼
と
別
人
で
は
な
か
つ
た
。
と
い
つ
て
、

今
の
彼
と
同
人
で
も
な
か
つ
た
。
平
た
く
云
へ
ば
、
同
じ
人
が
変
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
〉
と
、
あ
る
。

　⇔
、
玉
井
敬
之
の
、
〈
漱
石
の
展
開
『
明
暗
』
を
め
ぐ
っ
て
∨
（
日
本
文
学
協
会
編
『
「
日
本
文
学
講
座
」
第
六
巻
・
近
代
小
説
』
、
大
修
館

書
店
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）
六
月
）
に
、
次
の
指
摘
が
あ
る
。

　〈
『
明
暗
』
は
津
田
の
「
意
識
」
の
様
相
を
え
が
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。
　
　
（
中
略
）

　
津田
由
雄
は
、
肉
体
と
精
神
が
「
何
時
ど
う
変
る
か
分
ら
な
い
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
た
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
設



定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
津
田
は
、
意
識
の
、
ま
た
人
間
の
心
理
の
探
究
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
し
て
、
『
明
暗
』
の
舞
台
に
登

場し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
と
は
い
っ
て
も
、
津
田
は
、
『
彼
岸
過
迄
』
の
敬
太
郎
や
、
『
行
人
』
の
二
郎
や
、
『
こ
〉
ろ
』
の
「
私
」

のよ
う
な
観
察
者
な
い
し
探
究
者
で
は
な
い
。
　
　
（
中
略
）

　こ
の
こ
と
は
肉
体
と
精
神
の
変
が
津
田
一
人
の
こ
と
で
は
な
く
、
登
場
人
物
た
ち
の
す
べ
て
に
起
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
（
勺
゜
已
q
⊃
）
∨

　と
同
時
に
、
次
の
見
解
が
あ
る
。

　⇔
、
①
、
越
智
治
雄
の
、
〈
座
談
会
〈
日
本
文
学
通
史
へ
の
試
み
》
　
漱
石
ー
そ
の
宿
命
と
相
対
化
精
神
〉
（
『
群
像
』
第
2
9
巻
第
1
0
号
、

講
談社
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
年
）
十
月
）
に
、
次
の
見
解
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　〈
津
田
は
、
冒
頭
の
、
肉
体
も
精
神
も
い
つ
ど
ん
な
変
に
会
う
か
わ
か
ら
な
い
と
思
う
あ
た
り
は
、
ず
い
分
深
い
も
の
を
托
さ
れ
て
い
　
　
　
6
5

る
の
だ
け
れ
ど
、
全
体
的
に
は
あ
い
ま
い
な
存
在
と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。
（
勺
ふ
O
ふ
）
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

②
、
石
井
和
夫
の
、
〈
共
同
討
議
『
明
暗
』
と
則
天
去
私
∨
（
『
國
文
學
』
第
2
3
巻
第
6
号
、
学
燈
社
、
昭
和
五
±
二
年
（
一
九
七
八
年
）

五月
）
に
も
、
次
の
指
摘
が
あ
る
。

　〈
二
章
に
出
て
く
る
、
カ
ッ
コ
の
つ
い
た
津
田
の
独
白
体
が
あ
り
ま
す
ね
、
そ
の
こ
と
ば
の
重
み
と
い
う
の
は
ぼ
く
よ
く
わ
か
る
の
で

す
が
、
そ
の
重
み
を
感
じ
れ
ば
感
じ
る
ほ
ど
、
津
田
自
身
の
意
識
か
ら
出
て
く
る
こ
と
ば
と
し
て
は
、
な
に
か
遊
離
し
て
い
る
部
分
が
あ

る
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
感
じ
が
最
後
ま
で
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。
（
㊥
］
自
）
〉

④
【
彼
の
心
の
う
ち
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　

『明
暗
』
の
、
第
二
章
に
は
、
彼
と
い
う
三
人
称
が
、
二
十
四
回
も
頻
出
す
る
。

明
暗
評
釈
　
四
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人
の

心
のう
ち
を
、
八
百
五
十
倍
に
ま
で
拡
大
し
て
み
せ
る
、
徹
底
し
た
心
理
小
説
で
『
明
暗
』
は
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
こ
で
も
、
作

者
の
カ
メ
ラ
の
眼
は
、
津
田
の
内
奥
（
近
景
）
に
、
深
く
潜
り
込
む
。

　と
同
時
に
、
突
然
「
心
の
中
で
叫
」
び
、
「
思
は
ず
唇
を
固
く
結
」
び
、
「
考
へ
つ
ゴ
け
」
る
津
田
を
、
一
歩
さ
が
っ
て
、
遠
景
に
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
作
者
の
カ
メ
ラ
の
眼
が
、
濃
厚
に
顕
在
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
津
田
を
描
い
て
も
、
彼
と
い
う
突
き
放
し
た
三
人
称
に
、
視
点
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
と

　
比喩
と
し
て
云
え
ば
、
『
明
暗
』
の
作
者
は
、
あ
く
ま
で
覚
め
て
い
て
、
常
に
、
登
場
人
物
の
外
に
い
る
、
外
か
ら
凝
視
し
て
い
る
、
と

云え
る
。

⑤
【
暗
い
不
可
思
議
な
カ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　回
、
第
百
七
十
三
章
に
、
〈
御
前
の
未
来
は
ま
だ
現
前
し
な
い
の
だ
よ
。
お
前
の
過
去
に
あ
つ
た
一
条
の
不
可
思
議
よ
り
、
ま
だ
幾
倍
　
　
　
6
6

か
の

不
可
思議
を
有
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
よ
。
過
去
の
不
可
思
議
を
解
く
た
め
に
、
自
分
の
思
ひ
通
り
の
も
の
を
未
来
に
要
求
　
　
　
「

し
て
、
今
の
自
由
を
放
り
出
さ
う
と
す
る
お
前
は
、
馬
鹿
か
な
利
巧
か
な
」
V
と
、
あ
る
。

　⇔
、
①
、
『
明
暗
』
の
前
々
作
、
『
こ
〉
ろ
』
（
大
正
三
年
）
の
、
「
下
　
先
生
と
遺
書
」
の
第
五
十
五
章
に
、
〈
私
は
歯
を
食
ひ
し
ば
つ

て
、
何
で
他
の
邪
魔
を
す
る
の
か
と
怒
鳴
り
付
け
ま
す
。
不
可
思
議
な
力
は
冷
か
な
声
で
笑
ひ
ま
す
。
∨
と
、
あ
る
。

②
、
そ
し
て
、
『
こ
〉
ろ
』
の
最
終
章
、
「
下
　
先
生
と
遺
書
」
の
第
五
十
六
章
に
は
、
〈
私
は
私
の
出
来
る
限
り
此
不
可
思
議
な
私
と

い

ふも
の
を
、
貴
方
に
解
ら
せ
る
や
う
に
、
今
迄
の
叙
述
で
己
れ
を
尽
し
た
積
で
す
。
〉
と
、
あ
る
。

③
、
右
の
、
『
こ
・
ろ
』
の
「
不
可
思
議
な
私
」
に
つ
い
て
、
越
智
治
雄
の
、
〈
こ
x
ろ
〉
（
『
漱
石
私
論
』
所
収
、
角
川
書
店
、
昭
和

四十
六
年
（
一
九
七
一
年
）
六
月
）
に
、
次
の
見
解
が
あ
る
。



　
〈し
た
が
っ
て
、
叔
父
と
の
関
係
を
語
り
つ
つ
、
先
生
が
執
拗
に
「
私
」
に
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
選
び
取

っ
た
と
考
え
て
い
る
人
生
が
、
け
っ
し
て
意
識
に
よ
っ
て
領
略
さ
れ
尽
く
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
先
生
も
ま
た
実
は
何

か
に

動
かさ
れ
て
そ
の
生
を
生
き
て
き
た
。
先
生
の
窮
極
の
問
は
そ
の
何
か
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
「
不
可
思
議
な
私
」
（
五
十
六
）
。

（勺ふ
Φ
O
）
〉

　
津
田
は
、
「
為
る
事
は
み
ん
な
自
分
の
力
で
為
、
言
ふ
事
は
悉
く
自
分
の
力
で
言
」
う
と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
近
代
的
自
意
識
の
徒
で
あ
る
。

　し
か
る
に
、
「
右
に
行
く
べ
」
く
意
図
し
た
津
田
は
、
「
左
に
押
し
遣
」
ら
れ
て
い
る
自
己
を
発
見
し
、
「
前
に
進
む
べ
」
く
価
値
判
断
し
、

実
行
し
た
津
田
は
、
「
後
ろ
に
引
き
戻
」
さ
れ
て
い
る
自
己
を
発
見
し
て
、
津
田
は
驚
愕
す
る
。

　
津田
が
、
「
選
び
取
っ
た
と
考
え
て
い
る
人
生
が
、
け
っ
し
て
意
識
に
よ
っ
て
領
略
さ
れ
尽
く
す
も
の
で
は
な
い
」
（
越
智
治
雄
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　国
、
「
人
生
」
の
、
あ
る
い
は
「
人
間
」
の
根
底
に
横
た
わ
る
、
「
不
可
思
議
」
な
る
も
の
へ
の
洞
察
は
、
実
は
、
漱
石
文
学
の
原
点
で
　
　
　
6
7

も
あ
る
。
既
に
、
明
治
二
十
九
年
、
「
人
生
」
と
題
さ
れ
た
文
章
に
、
漱
石
は
、
そ
の
認
識
を
語
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
〈
人
生
〉

（
第
五
高
等
学
校
『
龍
南
会
雑
誌
』
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
年
）
十
月
）
に
、
語
る
。

　〈
二
点
を
求
め
得
て
之
を
通
過
す
る
直
線
の
方
向
を
知
る
と
は
幾
何
学
上
の
事
、
吾
人
の
行
為
は
二
点
を
知
り
三
点
を
知
り
、
重
ね
て

百
点
に
至
る
と
も
、
人
生
の
方
向
を
定
む
る
に
足
ら
ず
、
人
生
は
一
個
の
理
窟
に
纏
め
得
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
小
説
は
一
個
の
理
窟

を
暗
示
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
以
上
は
、
「
サ
イ
ン
」
「
コ
サ
イ
ン
」
を
使
用
し
て
三
角
形
の
高
さ
を
測
る
と
一
般
な
り
、
吾
人
の
心
中
に
は
底

な
き
三
角
形
あ
り
、
二
辺
並
行
せ
る
三
角
形
あ
る
を
奈
何
せ
ん
、
若
し
人
生
が
数
学
的
に
説
明
し
得
る
な
ら
ば
、
若
し
与
へ
ら
れ
た
る
材

料よ
り
X
な
る
人
生
が
発
見
せ
ら
る
〉
な
ら
ば
、
若
し
人
間
が
人
間
の
主
宰
た
る
を
得
る
な
ら
ば
、
若
し
詩
人
文
人
小
説
家
が
記
載
せ
る

人
生
の外
に
人
生
な
く
ん
ば
、
人
生
は
余
程
便
利
に
し
て
、
人
間
は
余
程
え
ら
き
も
の
な
り
、
不
測
の
変
外
界
に
起
り
、
思
ひ
が
け
ぬ
心

は
心
の
底
よ
り
出
で
来
る
、
容
赦
な
く
且
乱
暴
に
出
で
来
る
、
海
繍
と
震
災
は
、
菅
に
三
陸
と
濃
尾
に
起
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
亦
自
家
三
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寸
の
丹
田
中
に
あ
り
、
険
呑
な
る
哉
〉

附
記　
　
『
明
暗
』
本
文
の
引
用
は
、
岩
波
書
店
刊
『
「
漱
石
全
集
」
第
七
巻
・
明
暗
』
（
酬
獅
珊
什
一
韓
六
朋
二
十
尼
田
輔
一
一
一
酬
醗
桁
）
に
拠

　
　　
っ
た
。
但
し
、
旧
字
は
、
新
字
に
改
め
た
。

　
　
　

『こ
x
ろ
』
本
文
、
「
人
生
」
本
文
の
引
用
も
、
右
の
全
集
に
拠
っ
た
。
但
し
、
旧
字
は
、
新
字
に
改
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
平
成
6
年
9
月
2
4
日
）
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